ギンザンマシコ
ギンザンマシコは知床国立公園に生息する珍しい小鳥でこの峠から見ることができます。 
この小鳥はフィンチ類の中で最も大きい種類のひとつで、体長は最大 22 センチメートル、体重は最大 80 グラムにもなります。成長した大人の雄のギンザンマシコは独特の赤い頭、背中、尻を持ち、大人の雌は黄色とオリーブ色の頭と灰色の尾をしています。 
ギンザンマシコはアラスカ、カナダ、スカンジナビア、北海道の針葉樹林に生息しています。ギンザンマシコは一般的には自分の元の繁殖地のそばに住む傾向がありますが、食べ物が不足している冬の間ははるか南方に行くこともあります。主食は主に種、木の実、昆虫です。

